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　気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）は，第6次評価の統合報告
書において初めて，人間の活動が地
球温暖化を引き起こしてきたことは
「疑う余地がない」と明言した1。過
去を生きた人間の，そしていまを生き
る私たちの選択と行動の積み重ねが，
地球環境に重大な影響をもたらしてい
る。私たちが選択と行動を変えなけ
れば，この先の未来世代や地球環境
に，その影響はいっそう重くのしかかる
ことは避けられない。

遠ざかる未来世代

とはいえ，未来を見すえて選択と行
動を変えることは，とても難しい。自
分のことでさえ，例えば自分の健康を
害すると分かっていても，今日の行動
はなかなか変えられない。まして，ま
だ見ぬ未来の誰かのこととなれば，思
いを馳せ，行動を変える動機は，なお
さら生まれにくいだろう。特に不確実
で先の読めない状況では，人は遠い
将来より目先を優先しやすくなること
が知られている2。報われるか分から
ない未来のために，我慢する意味が
薄れるからだ。VUCAやBANIと呼ば
れる不安定で不確実な現代社会では，
私たちの意識は未来世代からいっそう
遠ざかるのかもしれない。
　実際，道徳的配慮─ある存在を
気づかいの対象とし，その影響を自分

の責任の範囲と考えること─につ

いて人々に尋ねると，家族や仲間から，
見知らぬ人々や他の生物まで，さまざ
まな存在のなかで，自分の死後に生ま
れてくる未来世代は，しばしば最も低
く評価され，現在の周縁化された集団
や，非人間的存在よりも下に置かれる
こともあるという3。未来世代は，私た
ちが配慮を向ける対象のなかでも，と
りわけ遠くに置かれやすい存在だとい
える。

未来への配慮を測る心理学

その一方で，この流れに抗うように，
遠い未来への影響を見すえて現在の
選択を考えようとする思想も広がって
きた。遠い未来への良い影響を現代
の重要な道徳的課題とする「長期主
義（longtermism）」がそのひとつで
ある4。主に哲学領域で議論されてき
たこの立場には，功利主義的な前提に
対する批判も見られるが，将来世代を
配慮の対象に含めるその視点は，環
境問題への取り組みともしばしば関連
づけられる。
　近年，この視点は心理学の研究対
象にもなってきている。「世代間関
心（intergenerational concern）」
や「公平な世代間配慮5（impartial 

intergenerational beneficence）」と
いう概念がそれである。前者は，長
期的な未来を生きる世代の生存や福

祉に関心を向けることを指し，後者は，
近い未来から遠くの未来まで，等しく
自らの関心の中に置くことを指す。こ
うした時間横断的に公平な配慮を示
す人は，全体の2割ほどにとどまると
いう5。世代間の配慮に差が少ない人
ほど気候変動対策を支持し，環境配
慮行動に積極的だという結果が米国
を中心に示されているほか，未来世代
への責任感を高める働きかけによって，
環境保護を目的とする団体への寄付
が増えたことも報告されている6。こう
した知見は，関心の時間軸を拡張する
心理的な働きかけが，環境問題の解
決に向けた行動を後押ししうることを
示唆する。
この未来世代への配慮をめぐる研
究は，まだ始まって日が浅く，対象地
域も非常に限定的である。この研究
の知見と可能性をさらに広げるために，
筆者はいま，国内外において研究を進
めている。気候変動をはじめ，多くの
環境問題は，現在の選択の帰結を，遠
い未来を生きるものが引き受けるとい
う構造をもつ。この研究は，長期的
な視点がもちづらい時代にありながら，
人が未来世代に向けて自らの責任範
囲をどこまで広げ，現代の選択を再考
しうるのかを，心理学的見地から紐解
こうとする試みである。それは，環境
問題に取り組む多様な道筋のひとつ
になりうると考えている。
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